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第45期　中間報告書第45期　中間報告書
株 主 通 信株 主 通 信

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月に開催

剰余金の配当基準日
　　 期 末 配 当
　　 中 間 配 当

3月31日
9月30日

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座 口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
（ お 問 合 せ 先 ）

〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
電話（通話料無料）0120−094−777

公 告 方 法 電子公告により行います。
公告掲載URL　https://www.g-7holdings.co.jp/

（ただし、電子公告によることができない事故、そ
の他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経
済新聞に公告いたします。）

単 元 株 式 数 100株
上場金融商品取引所 東京証券取引所（証券コード7508）

ご 注 意
（1）‌�株主様の住所変更、買取請求その他各種

お手続きにつきましては、原則、口座を開
設されている口座管理機関（証券会社
等）で承ることとなっております。口座を
開設されている証券会社等にお問合せく
ださい。株主名簿管理人（三菱UFJ信託
銀行）ではお取り扱いできませんのでご
注意ください。

（2）‌�特別口座に記録された株式に関する各種
お手続きにつきましては、左記特別口座 
口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお
問合せください。なお、三菱UFJ信託銀
行本支店においてもお取次ぎいたしま
す。

（3）‌�未受領の配当金につきましては、三菱
UFJ信託銀行本支店でお支払いいたし
ます。

本社 〒654-0161 神戸市須磨区弥栄台三丁目1番地の6
TEL 078-797-7700  FAX 078-797-7710

当社に関する情報はホームページでもご覧いただけます。

https://www.g-7holdings.co.jp/

▲

株主メモ

証券コード：7508



　
　　

　第45期中間期（2019年4月1日～2019年9月
30日）の連結業績は、売上高64,261百万円（前

年同期比8.6％増）、営業利益3,085百万円（同58.8％増）、
経常利益3,182百万円（同65.5％増）、親会社株主に帰
属する四半期純利益2,092百万円（同75.0％増）と増収
増益となりました。
　人づくり、組織づくりの再構築を図ると共に、売上から
利益重視の生産性向上を図り、収益力の拡大に取り組ん
だ結果、上期の好業績につながりました。
　オートバックス・車関連事業につきましては、安全運転
に対する意識の高まりからドライブレコーダーの販売が好
調に推移しました。また、主力商品であるタイヤ・ホイー

ルを中心にカー
用 品 の 拡 販 や、
車 検 お よ び 車
販売をきっかけ
としたお客様の
ト－タルカーラ
イフサポートを
推 進 し、 接 客
サ ー ビ ス の 向
上に努めました。

　業務スーパー・こだわり食品事業につきましては、主力
の業務スーパー事業で、良質な食材をお買い得な価格で
提供する業務スーパーおよび精肉販売のテラバヤシが堅
調に推移しました。出店につきましては「業務スーパー」

におきまして2店舗（深大寺東町店、逗子店）、「テラバ
ヤシ」におきまして2店舗（福島栄町店、深大寺東町店）、

「めぐみの郷」におきまして5店舗（平野店、貝塚店、堺
東店、羽曳野店、深大寺東町店）を新規オープンしました。
　その他事業につきましては、ステーキチェーン店「いき
なり ! ステーキ」を3店舗（富田林店、シティリンク南港店、
堺インター店）、健康体操教室「カーブス」を1店舗（横浜
すすき野店）、ブランドリサイクルショップ「キングラム」を
1店舗（イオン西宮店）と、それぞれ出店を推し進めました。

業務スーパーのテナントとして「めぐみの郷」が次々と出店

G-7モールフェスティバルNEW土山

ドライブレコーダーの取材風景

G-7グループは、主力のオートバックス、業務スーパーを

中心に新事業、海外事業と多角的な事業展開を積極的に 

推し進めると共に、利益重視による安定成長を引き続き 

目指してまいります。

▲

財務ハイライト
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前年同期比 ▼ 8.6%増
64,261百万円

前年同期比 ▼ 58.8%増
3,085 百万円

前年同期比 ▼ 65.5%増
3,182 百万円

前年同期比 ▼ 75.0%増
2,092 百万円

2018/3
（第43期）

2019/3
（第44期）

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

122,502

59,145

119,816

57,160

140,000
（通期予想）

（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

2020/3
（第45期）

64,261

5,017

2018/3
（第43期）

2019/3
（第44期）

1,943

4,324

1,624

5,300
（通期予想）

2020/3
（第45期）

3,085

5,019

2018/3
（第43期）

2019/3
（第44期）

1,923

4,568

1,729

5,500
（通期予想）

2020/3
（第45期）

3,182

3,041

2018/3
（第43期）

2019/3
（第44期）

1,195

2,648

1,074

3,350
（通期予想）

2020/3
（第45期）

2,092

中間期 通期

取締役名誉会長
木下 守

代表取締役会長 兼 CEO
金田 達三

取締役社長
木下 智雄

トップメッセージ ■

当中間期の業績とその主な要因を
お聞かせください。Q

A
未来に向けて100年続く
グローバル企業グループを目指し、
安定した成長を続けるための
企業体制づくりに取り組みます。
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　神戸新聞社とラジオ関西が企画した兵庫県内の優れた企業の魅力を紹介
する動画に木下社長が出演しました。兵庫県内の就活をWEBサイトやラジ
オ番組と連動して紹介する企画
です。
　木下社長はG-7グループの事
業内容や歴史、求める人材だけ
でなく、グループの将来ビジョン
を明確にし、当社の魅力が発信
できたと思います。この企画は
2019年10月 か ら2020年9月
までWEBサイトで公開されます。

　
　下期は消費税率引き上げに伴う消費動向の影響
などにより先行きは不透明な状況ですが、G-7グ

ループでは引き続き、売上から利益重視の生産性向上を
図り、「稼ぐ力」に更なる磨きをかけることで収益力強化を
目指します。
　通期の連結業績につきましては、売上高140,000百万
円（前期比14.3％増）、営業利益5,300百万円（同5.6％増）、
経常利益5,500百万円（同9.6％増）、親会社株主に帰属する
当期純利益3,350百万円（同10.2％増）を見込んでおります。

　車関連事業におきましては、現在マレーシアとタ
イでオートバックスを2店舗、バイクワールドを3店

舗展開しています。また、成長著しい海外へ日本ブランド
の良質な新車・中古車輸出ビジネスを展開しているG-7クラ
ウントレーディ
ングにおきまし
ては、これまで
アジア・中東が
販 売 先 の 大 半
でしたが、当期
はアフリカにも
マーケットを広
げております。

　飲食事業におきましては、台湾・台北市に「いきなり ！ ス
テーキ シティリンク南港店」を2019年6月にオープンしま
した。「南港CITY LINK」は、新幹線や地下鉄等を有する
ターミナル駅にある商業施設で、現地メディアでも数多く紹
介されており、台湾の方々の注目を集めている施設です。
　G-7グループ
では今後も引き
続き、既存事業
の拡大やM&A
などを通じて、
海外事業の強化
に取り組んでま
いります。

　G-7グループは、中長期にわたる安定成長と財
務基盤の確立という経営の基本方針に取り組むと

共に、配当性向30%を目安に安定した配当を実現すること
で、株主の皆様をはじめとするステークホルダーの方々の
期待にお応えしてまいります。なお、当期の配当につきま
しては、中間配当金を1株当たり43円、期末配当金は普通
配当として1株につき43円の合計86円を予定しております。
　株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご指導、
ご鞭撻を頂戴いたしますよう、心よりお願い申し上げます。

　当社は個人投資家向けIR活動の強化に取り組んでおります。大和証券
グループの大和インベスター・リレーションズが主催する説明会に参加し
て今年で4年目となりました。
　金田会長が、東京、大阪、名古屋、札幌、福岡の5都市を回り、個人投資
家の皆様に、G-7グループの事業や取り組みへの理解を深めていただく
IR活動を行っております。
　金田会長のユーモアを交えた説明が、個人投資家の皆様には大変好評
をいただいております。今後も積極的なIR活動を通じて、投資家の皆様に
G-7グループの魅力をお伝えしていきたいと考えております。

海外展開についてお聞かせください。Q

A
株主の皆様へのメッセージを
お願いします。Q

A
ひょうごの企業・就活応援番組「ＢＥＣＯＭＩＮＧ」に木下社長が出演

個人投資家向け会社説明会など、
積極的なIR活動を展開しています

TOPICS
トピックス

トップメッセージ ■

約400名が参加した
個人投資家向け会社説明会の様子

https://becoming.kobe-np.co.jp/

神戸新聞 BECOMING

■こちらから動画が見られます

「いきなり！ステーキ シティリンク南港店」

バイクワールド バンコク・ナワミン店で 
初のチャリティーツーリングを開催

下期の取り組みと通期予想について
お聞かせください。Q

A

G-7 Group 4G-7 Group3



連載企画　グループ企業紹介

Ｇ-７ミートテラバヤシVol.6

Ｇ-７・オート・サービス Ｇ-７スーパーマート Ｇ７リテールジャパン Ｇ-７バイクワールド Ｇ７ジャパンフードサービス Ｇ７アグリジャパン Ｇ-７ミートテラバヤシ

食肉卸し・小売・加工販売事業

会社概要
株式会社G-7ミートテラバヤシ
創　業　1974年（昭和49年）9月
資本金　50,000千円
代表者　代表取締役社長　玉木 功
本　社　〒221-0056 
　　　 　神奈川県横浜市神奈川区金港町7-15
　　　　TKビル3階

代表取締役社長
玉木 功

　株式会社G-7ミートテラバヤシは、精肉のカテゴリーキ
ラーとして1974年（昭和49年）に横浜市の鶴見に創業い
たしました。
　「顧客満足主義」「共生共栄」「全員主役」「創意工夫」を基
本方針として、各店舗が、それぞれの地域でナンバー1そし
てオンリー1（当店だけにしかない。他には真似できない。）
を目標に徹底した地域密着の活動を展開してまいりました。
　マーケットイン（市場のニーズを汲み取って物を製作し、
ニーズの多いときにニーズの分だけ売り出す）の発想で
お客様を私たちのビジネスの中心に位置付け、お客様から
心より信頼され愛される店づくりを行ってまいりました。

「ありがとう」が集まる
お店を目指しています
　当店では、高鮮度・高品質・豊富な品揃え
はもちろん、活気のある売場を演出しており
ます。 新鮮な食材をご提供することで、お客様
から心より信頼され愛される店づくりを行って
おります。

ミートテラバヤシ WEBサイト
https://g-7meatterabayashi.co.jp/

幅広い業態で 計14店舗をオープン
　2020年3月期上期におきましては、めぐみの郷5店舗のほか、業務スーパー、テラバヤシ、いきなり！
ステーキ、カーブス（健康体操教室）、ブランドリサイクルショップ キングラムを出店いたしました。

■テラバヤシ
2019年 4 月19日 テラバヤシ　福島栄町店

2019年 6 月 6 日 テラバヤシ　深大寺東町店

2019年 4 月20日 めぐみの郷　平野店

2019年 5 月11日 めぐみの郷　貝塚店

2019年 5 月18日 めぐみの郷　堺東店

2019年 5 月25日 めぐみの郷　羽曳野店

2019年 6 月 6 日 めぐみの郷　深大寺東町店

■めぐみの郷

2019年 5 月22日 いきなり！ステーキ　富田林店

2019年 6 月11日 いきなり！ステーキ
シティリンク南港店

2019年 7 月26日 いきなり！ステーキ　堺インター店

■いきなり！ステーキ

■カーブス
2019年 7 月 1 日 カーブス　横浜すすき野店

■ブランドリサイクルショップ　キングラム
2019年 9 月21日 キングラム　イオン西宮店

■業務スーパー
2019年 6 月 6 日 業務スーパー　深大寺東町店

2019年 6 月20日 業務スーパー　逗子店

新店舗
情報

めぐみの郷　貝塚店

カーブス　横浜すすき野店

キングラム　イオン西宮店

業務スーパー　逗子店

テラバヤシ　福島栄町店

いきなり ！ ステーキ　富田林店

新店舗のご紹介 ■

※2019年4月1日から2019年9月30日までの新店舗。

G-7 Group 6G-7 Group5



オートバックス・車関連事業につきましては、安全運転に対する意
識の高まりからドライブレコーダーの販売が引き続き好調に推移
し、主力商品であるタイヤ販売につきましても、10月からの値上
告知や消費税増税の駆け込み需要により販売が増加し、それに伴
うサービス販売も伸長しました。また、車検・整備につきましても
店舗での接客力向上に努めたこと等により、好調に推移しました。

その他事業の出店につきましては、ステーキチェーン店「い
きなり！ステーキ」を大阪府に2店舗（堺インター店、富田林
店）、ブランドリサイクルショップ「キングラム」を兵庫県に1
店舗（イオン西宮店）オープンし、健康体操教室「カーブス」
を神奈川県に1店舗（横浜すすき野店）譲り受けました。

オートバックス・車関連事業

車（四輪・二輪）関連用品、部品、車両販売

Ｇ-７・オート・サービス、G-7バイクワールド、他

主要品目

運営子会社

（単位：百万円） （単位：百万円）

その他事業

農産物の直売、飲食業、健康体操教室の運営、
不動産賃貸業等

Ｇ７アグリジャパン、G7リテールジャパン、他

主要品目

運営子会社

業務スーパー・こだわり食品事業

業務スーパー・こだわり食品事業につきましては、良質な食
材を、お買い得な価格で提供する業務スーパーおよび精肉販
売のテラバヤシが堅調に推移しました。また、メディアによる
業務スーパー商品の紹介等により、新規顧客の来店にもつな
がりました。

8.8%増
429億20百万円
売上高

前年同期比

39,442

2018/9
第44期
（中間期）

42,920

2019/9
第45期
（中間期）

（単位：百万円）

冷凍食品・加工食品販売、精肉販売と厳選食品の卸販売

Ｇ-７スーパーマート、Ｇ７ジャパンフードサービス、
G-7ミートテラバヤシ

主要品目

運営子会社

6.2%増8.6%増
24億58百万円188億82百万円
売上高売上高

前年同期比前年同期比

▲

売上高構成比

17,388

2018/9
第44期
（中間期）

18,882

2019/9
第45期
（中間期）

2,314

2018/9
第44期
（中間期）

2,458

2019/9
第45期
（中間期）

ファンづくりのグローバル化へ　G-7ネットワーク
未来への新たな価値づくりで、顧客満足を高めるサービス・商品をお届けします。

（2019年9月30日現在）

「業務スーパー」
「バイクワールド」

6店舗
1店舗

「業務スーパー」
「テラバヤシ」

8店舗
8店舗

「テラバヤシ」 2店舗

「いきなり！ステーキ」 1店舗「オートバックス」  
「バイクワールド」 

2店舗
2店舗

「バイクワールド」 1店舗

近畿地方

九州地方

関東地方

東北地方

中国地方

中部地方

北海道地方

台湾

タイ

マレーシア

計427店舗

「バイクワールド」
「めぐみの郷」
「激安スーパー」
「BAKE」
「ZAKUZAKU」
「RINGO」
「テラバヤシ」
「良品買館」
「リユース王国」
「マンマチャオ」
「やまや本舗」
「キングラム」

5店舗
22店舗
1店舗
1店舗
1店舗
1店舗

18店舗
1店舗
1店舗
3店舗
3店舗
1店舗

「オートバックス」
「スーパーオートバックス」
「オートバックスセコハン市場」
「オートバックスエクスプレス」
「BPセンター」
「テクノキューブ」
「クリスタルセブン」
「業務スーパー」
お好み焼き「七つの壷」

「いきなり！ステーキ」
「モータウン土山サーキット」
「大阪スズキカーズ」
「Green’s K」

37店舗
2店舗
1店舗
4店舗
4店舗
2店舗
1店舗

32店舗
1店舗
7店舗
1店舗
1店舗
1店舗

「オートバックス」
「オートバックスエクスプレス」
「BPセンター」
「メガリサイクル王国」
「バイクワールド」
「ダイソー」
「テラバヤシ」

7店舗
1店舗
1店舗
1店舗
1店舗
1店舗
5店舗

「オートバックス」
「BPセンター」
「業務スーパー」
「バイクワールド」
「ダイソー」
「テラバヤシ」
「良品買館」
「マンマチャオ」

7店舗
1店舗

34店舗
2店舗
1店舗

23店舗
1店舗
1店舗

「オートバックス」
「テクノキューブ」
「タイヤ専門館」
「オートバックスエクスプレス」
「BPセンター」
「クリスタルセブン」
「業務スーパー」
「バイクワールド」
「めぐみの郷」
「テラバヤシ」
「カーブス」
「ステップゴルフ」
「BAKE」
「マンマチャオ」
「いきなり！ステーキ」

12店舗
1店舗
1店舗
2店舗
1店舗
1店舗

59店舗
3店舗
2店舗

49店舗
20店舗
3店舗
1店舗
1店舗
1店舗

ストアネットワーク ■ 事業別の概況 ■

その他事業
3.8%

業務スーパー・こだわり食品事業
66.8%

オートバックス・
車関連事業
29.4%
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発 行 可 能 株 式 総 数
発 行 済 株 式 の 総 数
株 主 数

52,000,000株
13,336,400株

3,888名

個人・その他
3,537名  90.97%

金融商品取引業者
29名  0.75%

金融機関
24名  0.62%

その他法人
196名  5.04%

外国法人等
102名  2.62%

3,888名

前中間期
（2018年4月1日から2018年9月30日まで）

当中間期
（2019年4月1日から2019年9月30日まで）

売上高
59,145

売上高
64,261

営業利益
3,085

経常利益
3,182

特別損失
40

税金等調整前
四半期純利益
3,142 親会社株主に

帰属する
四半期純利益
2,092

非支配株主に
帰属する四半期

純損失（△）
△4

営業外
収益
197

営業外費用
100

営業利益
1,943

経常利益
1,923 親会社株主に

帰属する
四半期純利益
1,195

売上原価
販売費及び一般管理費 

法人税等
1,054

47,532
13,643

13,356

382

6,649

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産

13,293

414

6,408

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産

資産合計
44,931

負債・純資産合計
44,931

負債負債

純資産純資産

23,82223,822
流動資産
24,542

21,10821,108

負債・純資産合計
44,691

負債

純資産

25,188

19,502
固定資産
20,389

資産合計
44,691

流動資産
24,575

固定資産
20,115

流動負債

固定負債

18,161

5,661

流動負債

固定負債

19,534

5,654

前期末
（2019年3月31日現在）

当中間期末
（2019年9月30日現在）

前期末
（2019年3月31日現在）

当中間期末
（2019年9月30日現在）

▲

連結損益計算書（要旨）（単位：百万円） ▲

株式の状況（2019年9月30日現在）

▲

所有者別株主分布（2019年9月30日現在）

▲

会社の概況（2019年9月30日現在）

▲

グループ企業（2019年9月30日現在）

▲

役員の状況（2019年9月30日現在）

▲

 連結貸借対照表（要旨）（単位：百万円）

連結財務諸表 ■ 株式情報／会社概要 ■

（注）	1. ‌�当社は、自己株式1,225,763株を保有しておりますが、上記大株主から
は除外しております。

	 2. 持株比率は自己株式数を控除して計算しております。

大株主（上位10名）

株主名 持株数 持株比率
木 下 　 守 1,830 千株 15.11 ％

木 下 智 雄 1,829 15.11
関 　 　 　 稚 奈 巳 1,129 9.32
株式会社K-1グローバルネットワーク 1,094 9.03
木 下 陽 子 826 6.82
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 478 3.95
株式会社オートバックスセブン 337 2.78
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 265 2.19
MSIP CLIENT SECURITIES 157 1.30
資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信託口） 137 1.13

商 号 株式会社G-7ホールディングス
G-7 HOLDINGS Inc.

設 立 1976年（昭和51年）6月18日
資 本 金 17億8,570万円
代 表 者 代表取締役会長 兼 CEO　金田　達三
本 社 神戸市須磨区弥栄台三丁目1番地の6
事 業 内 容 傘下の各事業会社を支配・管理する持株会社
従 業 員 数 5,336名（パート・アルバイト含む）
ホームページ https://www.g-7holdings.co.jp/

〈国内〉

株式会社G-7スーパーマート
株式会社G-7・オート・サービス

株式会社G7アグリジャパン 株式会社G7ジャパンフードサービス

株式会社G7リテールジャパン
株式会社G-7バイクワールド

株式会社G-7ミートテラバヤシ 株式会社店舗システム・イー・シー
〈海外〉

G7 RETAIL MALAYSIA SDN. BHD.
G7（THAILAND） CO.,LTD. G7 TAIWAN CO.,LTD.

G-7.CrownTrading CO.,LTD.

（注）1. 坂本充氏および志田幸宏氏は、社外取締役であります。
2. 上甲悌二氏および西井博生氏は、社外監査役であります。
3. ‌�当社は、坂本充氏、志田幸宏氏、上甲悌二氏および西井博生氏を、株式会社

東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出
ております。

取 締 役
名 誉 会 長 木下 　守
代表取締役会長

兼 CEO 金田 達三
取 締 役 社 長 木下 智雄
取 締 役 岸本 安正
取 締 役 松田 幸俊
取 締 役 関　 大作
取 締 役 玉木 　功

取 締 役 坂本 　充
取 締 役 志田 幸宏
監査役（常勤） 吉田 泰三
監 査 役 上甲 悌二
監 査 役 西井 博生
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